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　明治維新から150年、維新胎動の地、萩

市は山口県北部に位置し、南東側は山が囲

み、北西部を日本海に開く。

　前号に続き、乳幼児期からの健康づくり

の重要性の啓発と地域組織の育成支援を目

的に本会議が実施している「8020の里賞」

において、平成30年度優秀賞を受賞した

萩市を訪問し、藤道健二市長にもご同席い

ただき、地域組織活動の実際と同市の子育

て世代包括支援センターを視察させていた

だくとともに、保健部河上屋里美次長は

じめ健康増進課の方々、

萩市保健推進協議会河村

文江会長はじめ役員の

方々にお話を伺った。聞

き手：株式会社ロッテ広

報部渉外課清水和正課長

代理、本会議佐藤拓代会

長、原澤勇理事長、鑓溝

和子常務理事。

みなが健康で
　子育てしやすいまちを目指して
　萩市は、明治維新を牽引した地の一つで

あり風光明媚な地でもあることから、国内

外から訪れる方も多いが、一方で、人口、

出生数の減少が課題とされている。昭和

30年の人口は97,744人、出生数は1,918

人であったが、平成30年度末の人口は

47,099人、出生数194人、人口は約半減、

出生数は約1/10となった。

　それらを踏まえ萩市では、2018年に

「基本ビジョン」を作成した。計画期間は

2027年度までの10年間とされ、目標には、

最終年に「社会増減のマイナスをゼロ」、「出

生数を300人以上」とし、市民、民間団体、

企業、行政が互いに連携し支え合いながら

取り組んでいくこととしている。子どもを

産み育てやすい環境づくり、市民全体の健

康づくりは、萩市の重点施策の一つである。

　

推進員自身も楽しんで
　工夫で対象者の関心をひいて
　萩市で、市民の健康づくり、子育てしや

すいまちづくりの一翼を担っているのが

「萩市保健推進協議会」である。萩市では

「保健推進員」として、乳幼児から高齢者

までの市民の健康づくりに寄与することを

目的とし、現在会員174名が、市協議会と

しての活動と支部（旧市町村）ごとの活動

に取り組んでいる。

　平成30年度「8020の里賞（ロッテ賞）」

において『優秀賞』を受賞した活動は、乳

幼児期からのむし歯予防啓発のための健康

劇。市の健康イベントや保育園を回り上演

している（写真２頁）。全員がさまざまな

役を練習し、実施日に参加できる人が役割

を決め行う。親子に楽しみながらも印象付

けるためには、練習は情熱いっぱい、当日

萩市藤道市長（前列中央）を囲んで　後列は萩市健康増進課及び萩市
保健推進協議会の皆さん　後列左端は山口県こども政策課藤井主任

山口県萩市
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はアドリブいっぱいの楽しい劇に、園児は

もちろん、保護者、保育士さんからも好

評とのこと。劇中使用するケーキやチョコ

レートなどの手づくり教材も、身近な素材

を使用しつつ、マジックテープを付け動き

を出せるなど随所に工夫が施され、子ども

たちの興味を惹き、結果行動変容に結び付

けている。昼食後、園児がすすんで歯をみ

がくようになった。

協議会活動の大きな事業と
　　支部ごとの地道な活動と
１）協議会としての活動
　協議会活動としての“３大イベント”は、

①子育てまつり
　毎年８月頃、市民館を会場に「萩市健康

フェア」の一環として実施。手づくりおも

ちゃ（一緒に作る）、リサイクルコーナー、

手型・足型、ボールプール、シャボン玉、

人形劇、バルーンアート、水遊びなどさま

ざまなコーナーを親子で回り、楽しんでい

ただく。最近は、父親の参加も増えてきた。

支部ごとにも実施。

②子育て輪づくり大運動会
　協議会活動としては、秋に市民体育館を

会場に、さまざまな月齢・年齢でも楽しめ

るよう工夫した大運動会を実施。子育て輪

づくりには「和」の意味も込められている

とのこと。支部ごとにもミニ運動会を実施。

③乳幼児ふれあい体験
　市健康増進課、教育委員会が小・

中学生を対象に行っている命の大

切さを教える授業に協力。生徒に

乳児の抱き方を教え見守る、母親

との話をつなぐなど。

　協議会活動としては、毎年５月

に総会（表彰行事含む）・研修会を

開催するほか、理事会を年に５回、

さらには山口県母子保健推進

協議会総会・研修会、「健やか

親子21全国大会」へも協議会

役員を中心に参加している。

地道な活動は地域活動
の原点―講座の種類と
訪問回数の多さ
２）支部ごとの活動
　保健推進員の日頃の活動は、支部ごとの

活動が中心となる。

　萩市保健推進協議会の活動として特筆す

べきは、「子育て輪づくり活動」として行

われている各支部、地区ごとの行事であ

る。保健センターや公民館、保育園などを

会場に、クリスマス会やひな祭りなどの季

節の行事のほか、おもちゃ遊び、小学生と

の交流会などさまざまな催しが行われてお

り、平成30年度実施回数（市協議会合計・

以下同）は88回。参加する親子の数が一

桁のこともあるが、「参加者が少なければ、

それだけしっかり見守ることができます

し、お母さんの話をゆっくり聴くこともで

きます」とのこと。近隣で頻回に行われて

いることは、地域の親子にとって心強いこ

とだろう。

　生後１～４か月（主に２か月頃まで）の

乳児のいる家庭を訪問する「赤ちゃん訪問」

も推進員さんが担っている。母子健康手帳

交付時に了解を得、平成30年度は92.5%

の家庭を訪問、訪問回数は、延べ5,656回

に及ぶ。ベビ―リング歯ブラシと

スタイのセットをプレゼントし、

健診等当該時期に必要な情報を提

供するとともに、質問票（写真２

頁）に沿い、母親の体調、気持ち、

悩み等を聴く。

　「高齢者サロン」も各支部で行

われている。介護予防教室、健康

講話、認知症予防啓発劇等々、平寸劇に使用する手づくり教材 ペープサートでもむし歯予防啓発

保推さんの寸劇に見入る園児

「赤ちゃん訪問」で持参するプレゼントと質問票（左）
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成30年度実施回数は年間159回。ウォー

キングや健康教室等運動実践は129回。さ

らに、これらの活動を行うため支部ごとに

行っている研修は計28回、教室等の準備

含む支部会議は計94回。対象者の幅が広

く、活動の種類も回数も多い萩市の保健推

進員さんは、市民から親しみを込めて、“保

推さん”と呼ばれている。保推さんに、活

動に対する想いを伺った。

・まちを歩いていると、いろいろな方が声

をかけてくれることがうれ

しい。

・ 子どもの嬉しそうな顔を見

ていると、こちらまで嬉し

くなる。

・ 子どもが帰り際に笑顔で

“また来るね”と手を振っ

てくれると、また頑張ろう、

次は何をしようか、という

気持ちになる。

・ 30年くらい活動を続けて

いるが、社会が変わり、そ

れに伴い事業も変わってい

くため、常に研修を受け、

気持ちも活動もマンネリ化

しないよう努めている。

などの声が聞かれる。

子育てを困らないお母さんを
　増やしたい̶“HAGU”とは̶
　萩市子育て世代包括支援センター

『HAGU』。萩
H

で、安
A

心して、元
G

気に、産
U

み

育てる、の頭文字とハグ（Hug=抱きしめ

る）の２つの意味を合わせた。平成29年

10月に開設し、母子保健コーディネーター

として常勤の助産師を配置、平成30年度

からは１名増員、令和元年７月には、新し

く市役所隣にオープンした総合福祉セン

ターに移設され、妊娠届から各種健診、予

防接種、相談まですべてHAGUで行うよう

になった。HAGUの両隣には、母子保健

主管課である健康増進課と子育て支援課が

配置され、必要に応じて担当につないだり、

手が足りないときに応援にかけつけること

ができるようになっている。今後も、地域

性（広い市域の市街地と山間部では生活、

家族構成等に違いもあり）を鑑み、他自治

体からも学びつつ、事業内容を充実させて

いく。

　妊婦さん、子育て中の母親にはHAGU

に気軽に立ち寄ってほしいが、一方で、何

度もよく来る方は、何か困りごとがあるこ

とも考えられる。そのようなことを見逃さ

ないためにも、複数の目で、常にさまざま

なケースを想像しながら見守ることは欠か

せない。「HAGUは、何かをチェックする、

白か黒かを判断する場ではなく、『私の言

うことを丸ごと受け入れてくれる』場であ

ることを実感してもらえるよう努めていま

す。『子育てを困らないお母さんを増やし

たい』との皆の共通した想いからです。」

　電話相談も月に70件を超えるように

なった。電話相談からHAGUへの来所につ

なげることもある。さらに広報をと、リー

フレットやスタッフそろいのポロシャツを

作る等して広報に努めている。

本年７月に移設したHAGU
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世界禁煙デー　2020 年に向けて企業も禁煙・受動喫煙対策を世界禁煙デー　2020 年に向けて企業も禁煙・受動喫煙対策を

二市長は、「保健推進員の皆さまが、日頃

から積極的かつ地域に密着した活動をして

くださっていることは以前からよく承知し

ていますが、今日改めてお話を伺って、乳

幼児から高齢者まで、それぞれの対象や地

域性を考えて講座を行ったり、もっともス

トレスが溜まりそうな時期の母親の元を訪

問して話を聴いたりと、市民の心身の健康

のために、とても重要な活動をして下さっ

ていることに感謝申し上げます。

　萩市では、人口減少と少子化を食い止め

るための対策は最大の課題です。そのため

『萩市基本ビジョン』を策定し、子どもを

生み育てやすい環境づくりや、地域資源の

活用等々に取り組んでいるところです。例

えば、昨年から医療費を高校生まで無料に

しましたし、萩市は共働きの家庭が多く保

育園の入園は切実なのですが、待機

児童はゼロです。子育て中の母親へ

の支援も、担当の保健師さんや助産

師さん等の意見を取り入れ、HAGU

の充実等図っています。これからも、

市民の皆さまの声を聞きながら、ま

た保健推進員さんのお力も借りて、

皆が健康で住みやすいまちづくりを

目指してまいります。」

ママ友の会、企画は市、継続は母親
　HAGUに関連する事業も充実している。

産後ケア事業も、助産師による母乳相談、

産後ショートステイ、デイケア（医療機関・

助産院）も少しずつ利用者が増えている。

今後は、専門職が対象者の家庭を訪問して

ケアを行うアウトリーチの実施も検討中と

のこと。また特徴的な事業として、出産か

ら３か月程度経った頃から、同じくらいの

月齢の児を持つ母親が集まる従来の「ママ

友の会」を平成27年度から保健センター

だけでなく、子育て支援センター等でも開

始した。日頃の育児の悩みや気になること

を互いに話し「私だけじゃないんだ」、「そ

ういうやり方もあるんだ」などを実感して

いただこうというもの。初回か

ら３回は市が企画するが、その

後も、母親たちが自主的に継続

していることが多いとのこと。

　HAGUや産後ケア事業等専門

職によるケア、研修を積んだ保

推さんによる訪問や近隣の会場

を利用しての講座やイベント、

そして母親同士をつなぐ取り組

みと、１人も支援の網から落と

さない、孤立した母親をつくら

ないという市担当課の想いが窺える、幾重

もの取組で親子を支えている。

人口減少と少子化への対策は
　健康で住みやすいまちづくりから
　保健推進員さんの活動について、藤道健

本年６月まで使用していたHAGUで　前列左端は藤道市長

支部ごとの活動を紹介する展示

受動喫煙対策推進マスコット「けむいモン」

　５月31日（金）、丸ビルホール（東京都千

代田区）にて世界禁煙デー記念イベントが

開催された（主催：厚生労働省）。同日は世

界保健機関（WHO）が定めた禁煙を推進す

る記念日であり、今般のイベントは健康寿命

の延伸を目標とした国民運動「スマート・ラ

イフ・プロジェクト」の一環として実施され

た。本会議もプロジェクトの団体メンバーの

一員として、周知・啓発に取り組んでいる。

　根本厚生労働省大臣（当時）による挨拶に

続いて行われたトークセッションでは、ロー

ト製薬株式会社より、複数の卒煙挑戦者を

レースに見立て、社員全員で応援する「卒煙

ダービー」の実施や、非喫煙手当として社内

通貨を付与する等の取組が紹介された。

　さらに、株式会社すかいらーくホールディ

ングスからは、グループ全店舗の敷地内禁煙

等の展望や代表取締役会長兼社長自らが喫煙

者の家族に禁煙協力を依頼する手紙を送る等

の取組が報告された。最後はお笑い芸人バイ

きんぐ・小峠英二氏による禁煙マークのパ

フォーマンスで幕を閉じた。
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もしかして妊娠？もしかして妊娠？
ひとりで悩まないでひとりで悩まないで !!!!
匿名でも、本人でなくてもOK　一緒に考えましょう匿名でも、本人でなくてもOK　一緒に考えましょう !!

図１「予期せぬ妊娠に対する相談」を実施する上で課題と感じている点

図２ 「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、今後のより一層の充実のためどのような支援があれば有効か

　平成30年度「子ども・子育て支援推進

調査研究事業」として実施した『予期せぬ

妊娠に対する相談体制の現状と課題に関す

る調査研究』の中から、本項では、都道府

県・指定都市・中核市に対して実施した調

査結果の一部を紹介する。

１．実施上の課題
　相談窓口を設置している自治体の実施上

の課題を、「課題だと思う」「やや課題」「あ

まり課題でない」「課題でない」の４段階

で尋ねた（図１）。「課題だと思う」でもっ

とも多いのは、「相談窓口の周知・広報の

工夫」で46自治体（46.9％）、次いで「つ

なぐ機関との顔の見える関係構築」38自

治体（38.8％）、「予算を確保し体制の整備」

と「つなぐ機関・受け皿の整備」が32自

治体（32.7％）であった。「やや課題」も

含めると、「事業の評価の視点や方法」、「相

談員の質の担保のための研修会の開催・充

実」が多かった。

２． 「予期せぬ妊娠に対する相談」の
充実のために有効なこと

　相談を実施している自治体に、今後のよ

り一層の充実のためにはどのような支援が

あれば有効かについて尋ねたところ、「有

効」が多かったのは、「相談員のスキルアッ

プのための研修会の開催・充実」42自治

体（42.9％）、「相談・支援マニュアル等

の整備」41自治体（41.8％）であった。

３．相談を実施していない自治体
　予期せぬ妊娠に対する相談を「実施して

いない」または「その他」と回答した自治

体にその理由を尋ねたところ、「これまで

そのような相談がない、相談があっても保

健師等が通常業務の中で対応できている」

18自治体（66.7％）がもっとも多く、次

いで「他の事業の中で実施できていると考

えている」が13自治体（48.1％）であっ

た。反対に少なかった理由では「委託先の

確保が難しい」３自治体（11.1％）、「ど

のような相談体制を整備したらよいかわ

からない」４自治体（14.8％）であった。

予期せぬ妊娠をした対象者が見えにくいの

か、背景に支援を受けにくいことがあるこ

と等の認識が十分でない等が考えられる。

予期せぬ妊娠に対する相談体制の現状と課題に関する調査結果報告③予期せぬ妊娠に対する相談体制の現状と課題に関する調査結果報告③

　予期せぬ妊娠をして、誰にも相談できずに
１人で悩み苦しんでいる女性は多くいます
が、相談できる場があることを知っていても
相談に至る人が少ないことから、匿名でも、
本人でなくても相談でき、指導型でなく寄り
添い型の支援をしている相談窓口が身近にも
あることを伝え、相談し自己決定へ向かうこ
とを促します。コミック版・B5判16頁・表
紙のみカラー／ 100円・多割有り

妊娠

ひとりで
　悩まないで！！

匿名でも、本
人でなくても

ＯＫ

一緒に考えま
しょう！

作・　森田蓮次

監修　佐藤拓代　公益社団法人 母子保健推進会議会長

11月初旬完成予定
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　いつも紙上セミナー「8020の里づくり」

をお読みいただき、誠にありがとうござ

います。本コラムは、主に学童期のお子

様を持つ保護者の方に、食育に関するホッ

トニュースやお口の健全な発育に役立つ知

識をお伝えする、という観点から記事を連

載させていただいておりますが、今回は、

ちょっと視点を変えて、保護者の皆様方ご

自身にぜひ知っていただきたいお口の病気

について述べたいと思います。

歯周病の成り立ち
　テレビや雑誌等さまざまな媒体を通じ

て、歯周病という言葉は、皆様よくお聞き

になられていると思いますが、では歯周

病ってどんな病気でどんな影響を及ぼすの

かご存知でしょうか？

　お口の中の機能を損なう要因としてはむ

し歯、歯周病、外傷等が挙げられますが、

このうち歯周病とは文

字通り歯の周りの病気

のことです。ちなみに

むし歯は口腔内細菌で

あるむし歯菌によって

歯が侵されていく病気であり、歯の表面に

穴が開いてくると、削って穴をふさがない

限り治ることはありませんので、なるべく

早めの処置が必要です。

　さて歯周病ですが、歯が喪失する原因の

約半分は歯周病が占めています。この病気

は歯と歯ぐきの境目の溝（歯周ポケット）

から歯周病原細菌が感染しておこる感染症

です。感染による炎症が進行していくと歯

ぐきの炎症へ、さらに進行すると歯を支え

ている骨（歯槽骨）が破壊され、最後には

歯が抜け落ちてしまいます。

　主原因はいま述べた細菌感染（細菌因

子）なのですが、それに加えて、食生活、

肥満、喫煙、ストレス等の生活

習慣が環境因子として挙げられ

ており、感染症でありながらも

生活習慣に起因する疾患、つま

り生活習慣病としての範ちゅう

にも属する疾患なのです。

　また歯周病の初期にはほとん

ど症状がないため気が付きにく

いのですが、成人の約７～８割、

評価の仕方によっては約９割の

方が罹患しているといわれてお

り、いわば国民病といっても過

言ではありません。

8020運動
　もし歯が抜けるとどうなるでしょうか？

まず、食物をかみ砕く（咀嚼）、かみ砕い

た食塊を飲み込む（嚥下）、味を感じる（味

覚）、言葉を発する（構音）、顔貌等に支障

をきたすようになります。つまり、歯を保

存することは、日常生活を営む上で大変重

要な意味があり、それはQOL（生活の質）

を維持向上させることに直結しているわけ

です。

　以上のことから、1989年に日本歯科医

師会と厚生省（当時）は、「8020運動」を

始めました。この言葉の意味は、「80歳で

自分の歯を20本以上保とう」ということ

なのですが、最新の調査である「平成28

年歯科疾患実態調査」によると、8020達

成者は51.2％になり、前回調査である平

成23年度調査結果の40.2％から大きく増

加し、目標値であった50％をようやく超

えることができました。

（8020達成者、75歳以上84歳未満の推計

値。図１）

全身疾患と歯周病の関わり
　先ほど歯周病の主原因は細菌感染であ

り、それに加えて種々の環境因子が要因に

挙げられることをお話ししましたが、ご承

紙上セミナー

8020の里づくり
SEMINAR

8020の里づくり8020の里づくり
お口の健康と全身の健康との関わりについてのお話

図１　20本以上の歯を有する者の割合の年次推移
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知の通り、環境因子とは生活習慣上の問題

点のことを指しています。

　では、どのような生活習慣が問題となる

のか？生活習慣の質的評価テストを掲載し

ていますので、ご自分が当てはまる項目毎

に１点を加えて下さい。合計が４点以上の

方は、生活習慣が適切ではなく、歯周病を

はじめ多くの生活習慣病に罹患している

か、今後罹患するリスクが高くなることが

予想されます。

　また最近になってお口の健康と全身の健

康との関連性が科学的に解明されてきてい

ます。過去において、歯周病は歯槽膿漏と

も呼ばれ、単に「膿や出血、腫れを伴う歯

ぐきの炎症」ととらえられていましたが、

さまざまな研究により、歯周病を引き起こ

した病原菌やその産生物が高い確率で歯周

組織中の血管を通じて

体の中に侵入し、全身

疾患に影響を与えてい

ることがわかってきま

した。

　この全身疾患を増悪

させる因子として働く

歯周病に関する学問は、

歯周医学として体系化

されてきています。

　上記の歯周医学の中で、歯周病と全身疾

患の関わりとして挙げられるのは、以下の

疾患です。

①心疾患　②呼吸器疾患　③糖尿病　

④動脈硬化　⑤早産・低体重児出産

　中でも糖尿病は歯周病との深い関わりが

注目されており、現在、

「歯周病は糖尿病の第６

番目の合併症」とまで言

われているのです。（図

２をご参照ください）

最後に
　ここまで、お口の健

康と全身の健康の関わ

りについて簡単に述べ

させていただきました。

詳細についてご興味がおありになる方は、

かかりつけの先生にお尋ねになるか、又

は日本歯科医師会HP（http://www.jda.

or.jp/）までアクセスしてください。

　お子様方の健やかな成長のためには、お

口の健康を守ることが大変重要であること

は言うまでもありませんが、そのために必

要な指導を保護者の方々にお願いするに当

たって、まず保護者の方々のお口の健康が

保たれていることは大前提となります。

　ぜひお子様方のお口の健康に目を向ける

のと同様に、ご自身のお口の健康にも目を

向けていただくようお願い致します。

公益社団法人 日本歯科医師会

地域保健委員会委員　岡 田　寿 朗

8020ひとくちメモ 顎の形をゆがめる長期間の指しゃぶり
　さまざまな癖が、お子様達の正常な顎

の発育を阻害することはご存知でしょう

か？中でも顎をゆがめる一番悪い癖は長

期間にわたる指しゃぶり。

　なぜ指しゃぶりが歯並びを悪くするの

でしょうか？それは指しゃぶりが常態化

することにより、吸っている指で上顎を

前に押していき、その結果、顎や歯が前

方に突き出るようになります。

　また指を吸うことで顎の側面が常に圧

迫されるため、馬蹄形の顎ではなくV字

型の顎になってしまいます。さらにしゃ

ぶっている指の影響で、上の前歯とは逆

に下の前歯が内側へ押され、歯と歯の間

に隙間ができてしまうのです。

　では一刻も早く指しゃぶりを止めさせ

る？いやちょっと待ってください。２歳

頃までの指しゃぶりは生理的なもの。そ

のままでも問題はありません。３歳を過

ぎれば乳歯の歯並びに多少影響が出ます

が、４歳になる頃までに止めれば永久歯

への影響はほとんどありません。

　目安は「４歳の誕生日までに卒業」で

すね。

図２　ペリオドンタルメディシン

生活習慣の質的評価テスト
①朝食を取らない（週に２日以上）
②睡眠不足（６時間以下が週に２回以上）
③食事バランスを考えていない
④たばこを吸う
⑤運動をしていない（汗ばむ程度の散歩は運動に含む）
⑥深酒をする（週に１回以上）
⑦同じ仕事で時間が長い（９時間以上）
⑧ストレスを感じる（週に１回以上）

（吉江弘正ら,2012を引用）
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「ピアカウンセリング手法を用いた「ピアカウンセリング手法を用いた
　福島県助産師会では、会員のスキル向上のた

め右記研修会を実施されましたので、その趣旨、

実際についてご寄稿いただきました。

１．研修テーマにピアカウンセリングの
基礎的なスキルの習得を取り上げた趣旨
１）母子支援活動を通しての学び
　福島県助産師会の地域母子支援活動は、東日

本大震災及び東京電力福島第一発電所事故発生

直後から始まりました。県内各地の地域にいる

助産師に呼びかけ、避難している母子や、自宅

に籠もっている母子の訪問から開始しました。

　生まれたばかりの小さな子どもへの放射能の

影響を恐れ、締め切った部屋に何か月間も閉じ

籠もっているたくさんの母児に出会いました。

様々な情報が飛び交う中で、母親は育児に戸惑

うだけでなく、不安とストレスで心身ともに疲

れ切っていました。母親の不安やストレスは、

子どもの“泣き”として現れ、そして子どもの

“泣き”は一層母親の不安やストレスを増長し、

育児に対する自信や母親としての自信を失って

いました。「疲れ切っている母子を何とかしたい」

と産後ケア施設を開設し、宿泊型の産後ケアを

開始、また家に閉じこもっている母子がリフレッ

シュできるよう、子育てサロンも県内各地で開

始しました。翌年からは、県の委託事業として「電

話相談」も始めました。

　これらの活動を通し、子どもの健やかな成長

のためには、まず母親へのケアが重要であるこ

と、母親自身が安心することで、子どもに対し

て母親として向き合うことができ、さらには誰

かのために何かをしようという力を取り戻すこ

とができることも学びました。

２）母子支援活動を通しての学び
　　「傾聴スキル」の有用性
　震災から４か月ほど経った頃、「震災後外に出

ることを家族に禁じられ、玄関から一歩も外に

出ていない」という母子に出会いました。母親

の側に座り、今抱いている不安やストレスはど

のようなものなのかを、ゆっくりと話していた

だきながら、情報をいくつか提供させていただ

きました。すると母親から、「短時間なら子ども

を抱いて外に出てもいいことが分かりました。

このままでは私自身が鬱になってしまいます」

と話されました。今、子ども

のため自分はどうしたら良

いか、母親自身が答えを見い

出した瞬間でした。見ると母

親の表情が和らぎ、ホッと

した気持ちが伝わってきて、

私も嬉しくなりました。母親

の気持ちを聴く、「傾聴する」

ことの有用性を体感した最

初の場面でした。

３） 「傾聴スキル」を学ん
で欲しい

　東日本大震災を機に始

まった当会の地域母子支援活動は、徐々に活動

を拡大し年々利用者が増加、そのような中で、

毎月送られてくる母子訪問等の実施報告書を見

ると、一方的な“指導”になっているのではな

いかと思うことや、また電話相談の様子を見て

いると、アドバイスが多いのでは？と思うこと

もあり、利用者からクレームも聞かれるように

なりました。母親の思いを十分把握しないまま、

アドバイスやケアを行っていたことが窺えます。

　私たち助産師は、妊婦さんや母親に必要と思わ

れることを“保健指導”という形でアドバイスす

ることを業務と考え実践してきました。一方忙し

い業務の中で、妊婦さんや母親の気持ちをゆっく

り聴くことは難しく、トレーニングも受けてきま

せんでした。そのようなことから、母子に関わる

助産師に、「傾聴スキル」を学ぶ場を設けたいと

思いました。

４） なぜ、気持ち（感情）に焦点をあてる
ピアカウンセリング手法を取り入れた
「傾聴スキル」研修会なのか

　母親が自立して子育てをしていくためには、

妊娠・出産・子育てに伴う様々な不安や悩みに

対処し、自己決定できるような支援が必要です。

そのためには、ピアカウンセリング手法に基づ

く「傾聴スキル」を身につけて欲しいと考えた

のです。ピアカウンセリングは、「人は、機会が

あれば自分自身の問題を解決する能力をもって

いる」という基本前提にたち、アクティブリス

ニング（積極的傾聴）と問題解決スキルをもち

いて、対象者の気持ちに寄り添いながら、対象

者自身が自分の気持ちを明らかにし、自分自身

で解決策が見いだせるよう（自己決定できるよ

う）支援する方法だからです。

【基礎編】
時　間 内　容

9時30分～ 開会のあいさつ・講師紹介　エクササイズ

10時　～
講　義
　周産期における傾聴スキルの必要性
　ピア・カウンセリングの８つの守りごと

12時30分～ 昼休み

13時30分～
実　習
　アクティブリスニング（積極的傾聴）
　コ・カウンセリング実習

16時10分～ 修了式・閉会のあいさつ
【フォローアップ編】

時　間 内　容
13時00分～ 開会のあいさつ・講師紹介

13時10分～ オープニングエクササイズ
・再会の喜びを分かち合おう

13時30分～
ピアカフェで語ろうよ！
・ピアカウンセリングスキルを活用して…
　良かったこと、気づいたこと　etc

14時30分～
ピアカウンセリング・ブラッシュアップ
・8つの守りごと
・アクティブリスニングスキル

15時30分～ 実　習
　コ・カウンセリング実習＆振り返り

16時30分～ 修了式・閉会のあいさつ
日本助産師会継続教育ポイント　一般４P　CLoCMiPレベル皿更新要件　指定研修科目1-4）6時間
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２．研修の実際
１）プログラムの作成
　通常ピアカウンセリング・スキルの研修は、

基礎編だけでも15時間を要するところですが、

できるだけ多くの会員に受講して欲しい、また

アドバンス助産師の申請・更新に必要な「指定

研修」として認めてもらえる時間構成にしたい

と考え、講師（髙村寿子自治医科大学名誉教授）

と相談し基礎編を６時間、フォローアップ編を

３時間でプログラムを作成しました。

２）実施内容－基礎編－
　基礎編では、構成的エンカウンターを取り入

れ、体と心を解放することの心地良さを体験す

ることから始めました。続いてピアカウンセリ

ングの基本概念を学び、８つの守りごと（８つ

の誓約）のシミュレーションを行いました。シ

ミュレーションの事例は、妊娠が分かった時や

家族から母乳が足りないのではないかと言われ

て困っている場面、離乳食を食べてくれないな

ど電話相談で多い場面を取り入れました。

　『８つの誓約』の中で、批判的にならない、決

めつけない、共感を示す、などは何となく理解

できても、個人的なアドバイスを与えない、詰

問調にならない/なぜで始まる質問には気をつけ

る、解釈しない、などは、助産師は“指導”と

して普段行っていることのため、受

講者は当初戸惑っている様子でした

が、項目毎に良い例・悪い例のシミュ

レーションを通し、徐々に納得して

いく様子が窺えました。午後は、ピ

アカウンセリング独自の基本的な向

き合い方、オープンクエスチョン、

パラフレーズ、感情と向き合うスキ

ルなどを体験し、最後は二人一組に

なってコ・カウンセリング（相互カウンセリング）

実習と振り返りを行いました。

　終了後のアンケートでは、「８つの誓約のシュ

ミレーションで日頃の自分の関わりを考えさせ

られた」、「８つの誓約など気にしないで傾聴し

ようとしていた自分に気づいた」、「もやもやし

た気持ち（感情）に焦点をあてることが、実は

とても重要だということに気がついた」などの

感想が寄せられました。

実施内容－フォローアップ編－
　フォローアップ編は、基礎編を受講した会員

のみを対象としたため、プログラム最初のエク

ササイズから、一挙に会場が温かな雰囲気で満

たされました。

　最初のプログラムは、ワールドカフェの方法

を取り入れたグループワーク「ピアカフェで語

ろうよ！」です。基礎編を受講した後、各自が

実践したことや実践して気づいたことなどを、

グループで出し合いながら模造紙に書き出して

もらいました。「８つの守りごとを紙に書き、電

話に貼って相談者の話しを聞きながらいつでも

見られるようにした」、「自分の苦手な話題にな

ると早く話を切り上げたくなってしまうためか、

自分ばかり話している」、「重い話題だとどう答

えていいのか分からず、なんとかしてあげたい

という気持ちからアドバイスになってしまう」、

「自分に心の余裕がないと母親の話をうまく聞い

てあげられない」など大きな気づきが聞かれま

した。最後は、「ピアカウンセリング・ブラシュ

アップ」。８つの誓約やアクティブリスニングの

スキルを復習した後、二人一組でのコ・カウン

セリングの実習を行いました。

３．受講者の感想
① 子育て中の母親は常に頑張っています。考え

方も多様化し、情報社会の中で絶えず選択

を迫られています。精一杯やっている中で否

定されたり決めつけられたりすることは、母

親の失敗体験になり傷つけられたと感じるで

しょう。逆に、私はあなたの味方よ、と共感

され自己決定の手助けをしてもらえることは、

自信と安心を与えることができると思う。

　 　助産師の仕事において、“保健指導”は重要

な仕事の１つであり、私もこれまでは、当た

り前のように“指導”していました。しかし、

研修を受けた後は、押しつけるのではなく、

話しをよく聴いた上で自己決定を促すように

関わることを目指しています。

② 電話相談を受けていて、相談が長くなると、

答えを出そうとしてしまったり、励ましたり、

沈黙に耐え切れずこちらばかり話してしまう

時もあり難しさも感じていました。

　 　今回の研修で２人組で傾聴を体験した時、

相談役になり話を聴いてもらっているうちに、

自然に自分の状況も明確になり、今後の方向

性も考えられたことにびっくりしました。積

極的傾聴の効果が実体験できたのだと思いま

す。８つの誓約を踏まえ、こちらから答えを

出すのではなく、相談者自身が話すことを通

して考えられるような手助けをするように意

識して実践していきたいと思います。

石田　登喜子

（一般社団法人 福島県助産師会専務理事・前会長）

傾聴スキル」の研修会を実施して傾聴スキル」の研修会を実施して 福島県
助産師会

「ピアカフェ」に取り組む受講者
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母子保健課です母子保健課です
こんにちは

厚生労働省

母子保健課です 令和２年度母子保健対策関係概算要求の概要

　すべての子どもが健やかに育つ社会の実現を目指し、母子保
健にかかる様々な取組を推進する国民運動計画である「健やか
親子21」を基盤とし、地域における切れ目のない妊娠・出産
等の支援を推進する。 
１　母子保健医療対策の推進

23,149百万円　→　26,151百万円
～地域における切れ目のない妊娠・出産支援等の推進～

 【一部推進枠5,604百万円】 
 
⑴子育て世代包括支援センターの全国展開等【一部推進枠】 

3,803百万円　→　4,952百万円
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供する子
育て世代包括支援センターの全国展開に向け、共同で設置する
などの、地域の実情に応じた実施方法を支援することなどによ
り、設置促進を図るとともに、家庭や地域での孤立感の解消を
図るために相談支援を行う「産前・産後サポート事業」や、退
院直後の母子への心身のケアや育児のサポート等を行う「産後
ケア事業」などを実施し、より身近な場で妊産婦等を支えるた
めの総合的な支援体制の構築を図る。 
　「産後ケア事業」については、市町村間での共同実施を支援
することなどにより、さらなる設置促進を図る。 
　また、育児等の負担が大きく孤立しやすい多胎家庭を支援す
るため、多胎児の育児経験者家族との交流会の開催や相談支援
の実施し、また、多胎妊婦や多胎家庭のもとへ育児等サポーター
を派遣し、産前や産後における日常の育児に関する介助等や、
相談支援を行う。 

※ 「子育て世代包括支援センター」（運営費）については、利用者支援

事業（内閣府予算に計上）を活用して実施。 
（令和元年度） （令和２年度要求）

・産前・産後サポート事業　　477市町村　→　　547市町村
　※多胎ピアサポート支援や育児等サポーターの派遣による支援を創設 
・産後ケア事業　　　　　　　961市町村　→　1,181市町村 
・子育て世代包括支援センター開設準備事業　200市町村　→　　250市町村

⑵生涯を通じた女性の健康支援事業【一部推進枠】
253百万円　→　2,346百万円

　生涯を通じた女性の健康の保持増進等を図ることを目的と
し、「健康教育事業」、「女性健康支援センター事業」、「不妊専
門相談センター事業」、「HTLV-1母子感染対策事業」を実施。 
　このうち、「健康教育事業」において、学校で児童・生徒向
けに性に関する教育等を実施する医師や助産師等に対し、わか
りやすい講習方法や、伝えるべき事項などの研修を行う。 
　また、予期せぬ妊娠等により、身体的、精神的な悩みや不安
を抱えた若年妊婦等が身近な地域で支援を受けられるよう、Ｓ
ＮＳを活用した相談支援や若年妊婦等への支援に積極的なＮＰ
Ｏによるアウトリーチや、次の支援につなげるまでの緊急一時
的な居場所の確保等を実施する。 

（令和元年度） （令和２年度要求） 
・若年妊婦等支援事業【新規】　　　－　　→ 　250か所 

⑶産婦健康診査事業【一部推進枠】 
1,268百万円　→　1,826百万円

　退院直後の母子に対して心身のケア等を行
い、産後も安心して子育てができる支援体制を
確保する観点から、産婦健康診査の費用を助成
することにより、産後の初期段階における母子
に対する支援を強化する。 

（令和元年度） （令和２年度要求）
・産婦健康診査事業
　　　　　　 338,180件　→　486,801件

⑷不妊治療への助成
16,376百万円　→　16,375百万円

　不妊治療の経済的負担を軽減するため、高額
な医療費がかかる不妊治療に要する費用への助
成を引き続き行う。

（令和元年度予算）　　 　　（令和２度概算要求）
２７，５９７百万円　 → 　３１，３８０百万円【推進枠 5,938百万円】

　厚生労働省では、令和２年度予算の概算要求についてとりまとめました。このうち、母子保健対策関係予算の概算
要求の概要は、以下のとおりです。
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⑸新生児聴覚検査の体制整備事業【一部推進枠】
　　　　　　　　　　　　　　 49百万円　→　436百万円
　聴覚障害の早期発見・早期療育が図られるよう、新生児聴覚
検査の実施に係る関係機関による協議会の設置、研修会の実施
や普及啓発等のほか、新たな取組みとして、新生児聴覚検査結
果の情報集約や医療機関・市町村への情報共有・指導等、難聴
と診断された子を持つ親等への相談支援、産科医療機関等の検
査状況・精度管理等の実施を支援することにより、都道府県に
おける新生児聴覚検査の推進体制を整備する。

⑹子どもの死因究明体制整備モデル事業【新規・推進枠】 
　　　　　　　　　　　　　　　 0百万円　→　59百万円
　子どもの死因究明（Child Death Review）について、制度
化に向け、都道府県等における実施体制を検討するためのモデ
ル事業として、関係機関による連絡調整、子どもの死因究明に
かかるデータ収集及び整理、有識者や多機関による検証並びに
検証結果を踏まえた政策提言を行うための費用の支援を試行的
に実施する。 
 
⑺子どもの心の診療ネットワーク事業　117百万円 → 124百万円 
　様々な子どもの心の問題に対応するため、都道府県等における
拠点病院を中核とし、医療機関や保健福祉機関等と連携した支援
体制の構築を図るための事業を実施するとともに、災害時の子ど
もの心の支援体制づくりを実施する。

⑻ 被災した妊産婦・乳幼児の相談等の母子
保健支援事業    

32百万円　→　34百万円
　平成28年４月に発生した熊本地震及び
平成30年７月豪雨において被災した妊産
婦及び乳幼児等の心身の健康等に関する
相談支援体制を確保するため、熊本県、熊
本県内市町村、岡山県、岡山県内市町村、
広島県、広島県内市町村、愛媛県及び愛媛
県内市町村に対して補助を行う。 

２　未熟児養育医療等
 3,636百万円 → 3,627百万円
　身体の発育が未熟のまま生まれた未熟
児に対する医療の給付等を行う。また、特
に長期の療養を必要とする結核児童に対
する医療の給付を行うとともに、必要な学
習用品・日用品を支給する。

３　 研究事業の充実
（成育疾患克服等総合研究事業及び健やか次世代育成総合研究事業）

729百万円　→　962百万円
【一部推進枠 334百万円】

　生涯にわたる健康の礎をなす妊娠期、小
児期の心身の健康課題や、近年の社会及び
家庭環境の変化等により多様化している
課題等の解決に向け、病態の解明や予防及

び治療のための研究開発を行うとともに、保健・医療・福祉分
野に関する政策提言型の基盤的研究を実施することにより、母
子保健対策の充実を図る。 

４　健やか親子21（第２次）の推進
20百万円　→　20百万円

　母子保健にかかる様々な取組を推進する国民運動計画である
「健やか親子21」について、国民運動としてより効果的な取組
を進めるための普及啓発を実施する。また、第２次計画（平成
27年度から平成36年度）の中間評価を実施し、取組の推進に
向けた計画の見直し等を行う。

５　旧優生保護一時金の支給等
0百万円　→　528百万円

　旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者からの請求を受
付、調査し、厚生労働大臣に提出するほか、一時金の支給手続
き等に係る周知及び相談支援を行う。

６　その他
63百万円　→　91百万円

　上記施策の他、母子保健に携わる指導的立場にある者に対す
る研修などを実施する。

子どもの死因究明（Child Death Review）体制整備モデル事業【新規】
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　台風15号は、千葉県を中心に甚大な被

害をもたらしました。深甚よりお見舞い

申し上げます。本頁上部に掲載した「8020

の里賞（ロッテ賞）」で優秀賞を受賞され

た南房総市は、千葉県の中でも特に被害

が大きかった房総半島南部に位置されて

います。受賞決定のご連絡をすべき時が

台風被害が報道され始めた頃で躊躇しま

したが、お見舞いとともに受賞決定のご

連絡をさせていただいたところ、担当の

保健師さんは「こんな時だからこそ、う

れしいですし、皆さん（保健推進員さん等）

の励みになります」と仰っていただきま

した。本号１～４頁でご紹介した萩市同

様、日頃から市民の健康を、地域で地道

に活動される方々を支える保健師さんは

じめ自治体のご担当の方々に、敬意と応

援の気持ちを込めて、心から拍手を送り

たいと思います。本会議では、親子なら

びに親子を支援する方々の一番の応援隊

として、これからも研修会の企画に、教

材の制作に取り組んでまいります。　 (Y)

発　行：公益社団法人　母子保健推進会議
発行人：原澤　勇　編集人：鑓溝和子

協　力：全国母子保健推進員等連絡協議会

東京都新宿区市谷田町 1-10
保健会館新館（〒 162-0843）
TEL.03-3267-0690　FAX.03-3267-0630
E メール bosui@bosui.or.jp
URL　http://www.bosui.or.jp

年間購読料 2,160 円（税〒込み）
母子保健推進員等特別価格
年間購読料 1,290 円（税〒込み）
　郵便振替口座　00120-9-612578

　令和元年度「健やか親子21―8020の

里賞（ロッテ賞）―」の各賞受賞団体が、

９月11日(水)に開催の審査会で決定した。

　本顕彰事業は、乳幼児期からの口腔を

中心として健康づくりの重要性の啓発

と、地域で組織的に活動する方々の支援

を目的として本会議が平成21年度に創

設、今年度で11年目となる。審査基準

は以下のとおり。⑴地域のニーズを汲み

テーマを定め、より多くの対象者に啓発

することに努めていること。⑵行政、専

門職、関係機関との連携が密であり、今

後の活動に発展が期待できること。⑶活

動（制作物含む）に創意工夫があり、対

象者の関心を惹き付けることに努めてお

り、その結果行動変容に結びつけている

こと。⑷地域の活性化や連携の構築、拡

大につながっていること。

＜優秀賞＞　３団体
　南房総市保健推進員協議会、藤沢歯科

衛生士の会スマイル・藤沢市保健所、逗

子市食生活改善推進団体（若宮会）

＜佳作賞＞　３団体
　SENDAI NPO 子育て応援隊 ピンポ

ンパン☆、オーラルフレイル健口推進員

（8020運動推進員）山北町チーム、一般

社団法人島根県歯科衛生士会

＜奨励賞＞　８団体
　朝霞市・健康あさか普及員、茂原市保

健センター、東金市立第２保育所、東金

市立第４保育所、きらり8020ぬまづ（沼

津市8020推進員）、食育知立（ともだち）

の会、兵庫県北播磨県民局加東健康福祉

事務所、子育て新聞「じーもTimes」編

集員の会（北九州市）

　表彰は、11月７日（木）、「健やか親

子21全国大会」併設『母子保健推進員

等及び母子保健関係者全国集会』（会場：

千葉市民会館小ホール）にて行います。

講演会のご案内　講演会のご案内　ネウボラでの子育て・家族支援ネウボラでの子育て・家族支援
「子育て支援 Let's Talk ！子どものことを話そう (LT)」とは？「子育て支援 Let's Talk ！子どものことを話そう (LT)」とは？

「健やか親子 21―8020 の里賞 (ロッテ賞 )―」各賞受賞団体決まる「健やか親子 21―8020 の里賞 (ロッテ賞 )―」各賞受賞団体決まる

　フィンランドの「子どもと家族への効果
的な支援」という国家的プロジェクトの中
で、児童精神科医であるソランタウス先生
が開発しました。エビデンスのある支援法
として、社会保健省はフィンランド全土に
おける保健・医療・福祉サービスでの実施
を推奨しています。最近では、ネウボラ、
学校、幼稚園保育園など様々な場で実践さ
れています。このたび、フィンランドのネ
ウボラで「LT」を実践されてきたミンナ・
エバスオヤ先生を招聘し、支援の実際や有
用性などをお話いただきます。

日　時　12月１日（日）13:00 ～ 16:00
会　場　 東京医科大学第一看護学科棟
　　　　102講義室（新宿区新宿6-1-1）
対　象　子育て支援に関わる専門家100名
参加費　無料
お申し込み・お問い合わせ
ltws2019@gmail.com
お申し込み記載事項：①お名前　②ご所属　
③連絡先（電話番号またはメールアドレス）
企画： 上野里絵(東京医科大学医学部看護学

科准教授・LTトレーナー )
後援：フィンランド大使館
協力：公益社団法人 母子保健推進会議

令和2年度「児童福祉週間」標語募集
　厚生労働省等では、毎年５月５日の
「こどもの日」から１週間を「児童福祉
週間（５月５日～５月11日）」と定めて、
児童福祉の理念の普及・啓発のための各
種行事が行われています。
　令和２年度の児童福祉週間に向けて、
その象徴となる標語を募集中です。応募
は、ハガキ、封書、ファクシミリ、イン
ターネットまたはメールで受付中です。
応募は10月20日（日）までです。詳細は
http://www.kodomono-shiro.or.jp/jigyo/hyougo
お問い合わせ（公財）児童育成協会　
標語募集係　TEL 03-3498-4592


